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練習の成果が出せました

より良いものを目指して何度もくり返したステー

ジ練習。台本に書かれていない細かい演技を加え、

セリフを言う人と他の人との一体感を醸し出せるよ
かも

うにしました。

毎朝、K 先生を中心に手話ソングの練習を行い、

歌い出しがそろうようにしましたね。

M 先生は練習中、欠席生徒や出張教師の代わり

にいろいろな役を完璧にこなしたので、驚きました。

桃太郎のわらじは手作りです。Y 先生はいろいろ

な衣裳を作ってくださいました。A 先生が猿の着ぐ

るみを着ることができるか、心配でした。

鬼太郎、ウルトラマンタロウ、T 先生と桃太郎の

会話は、W 先生と中２が何度も練り直しました。
ね

乙姫に変身した亀と浦島太郎とのやり取りも、S

先生と中１の演技のタイミングが合うように、練習

を重ねました。

金太郎役の高２の照れた演技は秀 逸でした。衣
しゅういつ

裳のもんぺが切れていたのは、熊との相撲の稽古の
け い こ

勲 章でしょうか。
くんしょう

ロボット鬼は練習のたびにロボットらしくなりま

した。KR 先生は技術室に連日こもっていました。
れんじつ

ピコ太郎の登場は、会場がとても盛り上がり、拍

手が起こりました。高３は３種類の付けひげを作り、

その中からお気に入りを選びました。

桃太郎の最後のセリフは、中高等部４人の生徒へ

のメッセージでもありました。

人生は紙飛行機みたいにどこへ飛んでいくか

わからない。だけど、そのとき、そのときで

力を合わせて頑張れば、きっとうまくいく！


